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お買い上け 

'いただをありがとラございまず。 

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身 
事故になることびあります。 

3書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いか 

1ます。この取扱説明書をよくお読みのラえ、製品を安全にお使 

たあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 

IA 警告 

この取扱説が 
たを示してし 
いください。 
お読みにな二 

機銘板はサブウーファーの底面に表示してあ0ます。 


まをのために 

A 警告 



ソニー製品は安全に十分配慮して設計されています。しかし、電気製品はす 
ベて、まちびった使いかたをすると、火災や感電などによ0人身事故になる 
ことがあ0危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 


安を①ためのま意事項を守る 


この r 安全のために」のま意事項をお読みください。製品全般のま意事項び 
記載されています。 


^ A 

火災 感電 


下記のミち意を守5ないと 

义災-感電によ0巧 t や大けがの 


原因となりまず。 


0 


巧部に水や異物を入れない。 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。サブウーファー 
の上に花瓶などの水の入ったわのを置かないでください。また、 禁止 
本機を水滴のかかる場所に置かないでください。 

万一、水や異物び入ったとさは、すぐにサブウーファーの電源スイッチを切 
り、サブウーファーをコンセントから抜き、本体と一緒にソニーの相談窓 □ 
またはお買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談くださし、。 


海外で使用しない。 

交流10 0 V の電源でお使いください。海がなどで、異なる電源電圧 
で使用すると、火災や感電の原因となります。 


〇 

指巧 


雷が幅りだした5、電源プラグに触れない。 

感電の原因とな0ます。 

指定 W 外のサブウーファー （ AC アダプター)を使わない。 

破裂-液漏れや過熱などによ0、火災、けびや周囲のミち損の原因と 
な0ます。 


接触禁止 


0 


禁止 


巧部をむやみに開けない。 

本体および付属の機器は、むやみに開けたり改造したりすると火 
災や感電の原因となります。 

めれた手でサブウーファーをさわ6ない。 

感電の原因となることびあります。 

本体やサブウーファーを巧団などでおおった状態で使わない。 

熱びこをってケースび変形したり、火災の原因となることびあ0 
ます。 


分解禁止 


めれ手禁止 


0 

禁止 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所では使わない。 

上記のよラな場所で使ラと、火災や感電の原因となります。 


0 

禁止 


I A ''±± 1 下記の注意を守 6 ないとけびをしたり周迅の家財に 
I 公^出 司 損害をちえた0ずることびあ0まず。 


定期的に点検ずる 


1年に一度は、サブウーファーのプラグ部とコンセントとの間にほこりびた 
まっていないか、故障したまま使用していないか、などを点検してくださし、。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、サブウーファーなどび破損しているのに気づいた 
5、すぐにソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニーサービス窓口に修 
理をご依頼ください。 


万一、異常が起きた5 

• 変な音、においびしたら 
• 煙び出たら 
• 液漏れしたら 

〇サブウーファーを使用中の場台は、コ 
^ ンセントか5巧く。 

> © お買い上げ店またはソこ-ヴ-ビス 
窓口に修理を依頼ずる。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示をしています。表示の内 
容をよく理解してか5本又をお読みくださし、。 

この表示の注意事項を守5ないと、火が-感電-破裂などに 


危陵! より死 t や大けびなどの人身事故び生じます。 

この表示の注意事項を守らないと、乂災-感電などによ0死 
こや大けびなど人身事故の原因となります。 

この表示の注意事項を守5ないと、感電やその他の事故によ 


齡警告 


~—~-~ I しり■/<なソ」、り-^/ェ，面•宇ム只,と、」。'かレ1し、；の巧\一 しり ■/ M じ iU ゾ爭 DXl し (3 

1/1\)主届 d りけびをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることびあ 
0ます。 


ま意を促ず記号 

A A 

火災 感電 


行為を禁止ずる記号 行為を指示ずる記号 


0 ® 

禁止 接触禁止 

分解禁止めれ手禁止 


€ 〇 

フ•ラグをコン指示 
セントから巧く 


通電中のヴプウーファーや製品に長時間ふれない。 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因にな 
ることびあ0ます。 

指定 W 外の機器に使わない。 

火災やけびの原因となることびあります。 


0 

禁止 


0 

禁止 


長期間使用しないとさは、ヴプウーファーをはずず。 

長期間使用しないとさはサブウーファーをコンセントか5抜 
いてください。火災の原因となることびあ0ます。 


C 

つラグをコン 
セントから抜く 


を定した場所に置く。 

ぐ5ついた台の上や傾いたところなどに置 < と、製品び落ちてけ 
びの原因となることびあります。 


0 

禁止 


0 

禁止 


コード類は正しく配置ずる 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製品の落下や転倒な 
どによりけびの原因となることびあるため、十分ミ主意して接続 
配置してください。 

また、コードをサブウーファーに巻さ付けないでください。断線や故障の原 
因になります。 


保証書とアフターサービス 

巧証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お買い上げ店で 
お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保管してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 


調テが悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書をちラー度ご覧になってお調べくださし、。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

ソニーの相談窓口またはお買い上げ店、添付の r ソニーご相談窓口のご案内」 
にあるおおくのソニーサービス窓口にご相談ください。 


部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換する隙に」日部品を回収させていた 
だく場合びあ0ます。あ5かじめご了承<ださい。 


Q&A 


保証期間中は 

保証書の記載内容に基づいて交換させていたださます。詳し<は保罰書を 
ご覧くださし、。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により有償修理させていただ 
さます。 

部品の保有期間について 

当社ではクレードルオーディオの補修用性能部品(製品の機能を維持するた 
めに必要な部品)を、製造打ち切り後8年間保有しています。この部品保有期 
間を修理巧能期間とさせていただきます。保有期間び経過したあとわ、故障 
箇所によっては修理巧能な場合びありますので、ソニーの相談窓□または、 
お買い上げ店、ソニーサービス窓口にご相談くださし、。 


主な仕様 


本体 

実巧最大出力： 5 W + 5 W (1 kHz 、 THD 二]〇〇/〇、 JEITA *) 

入力端デ 


WM - PORT (22 pin ) :対応機種は下記参照 


LINE 端テ： 
スピーカー： 
最大がお寸法： 
質量： 

動作温度： 
電源： 


ステレオ S ニジャック 
直径28 mm 

約 206 x 53 x 88 mm (幅/高さ/奥行き) 


約0.が kg 
10む〜35む 


DC IN 12 V . 1.0 A 


サブウーファー 

実巧最大出力： 
スピーカー： 
最大が形寸法： 
質量： 

動作温度： 

電源： 


15 W (100 Hz . THD =10%. JEITA *) 

直径70 mm 

約21 8 x 74 x 1 31 mm (幅/高さ/奥行き、最大突起部含む) 
約 1.3 kg 
10で〜35む 

AC 100 V 、18 W 、 50/60 Hz (DC OUT 12 V 、 l . OA ) 


仕様および列観は、改良のため予告なく変更することびありまずび、ご了承ください。 
* JEITA (電モ情報技術産業協会)の規格による測定値です。 


本機に巧応ずる"ウオークマン" 

対応機種は下記の URL をご覧ください。 
http :// www . sony . co . jp / support - pa / 


ほ用上のごま意 


本機についてよくあるお問い合わせとその回答です。 


本体のボタンで"ウ ォーク マン"を操作ずることはできまずか？ 

本体のボタンでは音量の調節のみ巧能です。1」モコンで操作してください。 

音楽を聞くために"ウォークマン"を操作ずる必要はありまずか？ 

本機の U モコンを使って操作することもできます。"ウォークマン"の操作につい 
てはお手持ちの"ウォークマン"の取扱説明書をご参照ください。 


故障かな？とおった6 

本機の調子びおかしいとさは、修理に出す前に下記のチェック項目をご覧に 
なり、点検してください。それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談 
窓□にお問い合わせ < ださし、。 

修理をご依頼の際は、不具合の原因の特定のため製品全体を点検する必要び 
ありますので、本体とサブウーファーをお持ちください。 

ON ランプび点滅している 

• 本体の保護回路び働いている。サブウーファーの電源をオフにし、ちラー度才 
ンにずる。 


音が出ない 

• ヴプウーファーの電源びオンになっているか確認ずる。 

• 各機器び正しく接続されているか確認する。 

• V 0 L + ボタンを押す。本機の音量を最大にしても音びルさい場をは、ポータブ 
ルオーディオプレーヤーの音量を調節する （LINE IN 接続のとさ)。 

• "ウォークマン"び正しく接続されているか確認する。 

• "ウォークマン"び音楽を再生しているか確認する。 

• ファンクションを確認する。 

• サブウーファーの保護回路び働いている。サブウーファーの電源をオフにし、 
もラー度オンにする。 

リモコンで操作でさない 

• リモコンと本機の間にある障害物を取り除く。 

• 本機の U モコン受光部に向けて操作する。 

• リモコンの乾電池を交換する。 

• 本機を堂光口から離して設置する。 

"ウォークマン"をリモコンで操作でさない 

• "ウォークマン"を本体か5抜いて、►-■ボタンを押して画面び消えたあと、 
もラー度本体に差し込んでください。このとを、"ウォークマン"の操作ボタン 
_を押さないようミ主意してください。_ 

八ム音またはノイズがひどい 


置いてはいけない場戸斤 

使用中、保管中にかかわ5ず、次のよラな場所に置かないでください。故障 
の原因になります。 

• 異常に高温になる場所 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車巧は特に高温にな0、放置すると変形し 
た0、故障した0することびありまず。 

• 直射日光の当たる場所、熱器具の近< 

変おしたり、故障したりすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこ0の多い場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかからないよラに 
して<ださい。故障の原因になるばかりか、修理でをな<なることちあ0ます。 
• 安定していない場所 
製品び落ちてけびや故障の原因となりまず。 

使用について 

• 強い衝撃を与えたり、落としたりしないでください。 

• TV や AM ラジオやチューナーの近くで使わないでください。 

TV やラジオ、チューナーに雑音び入ることびあります。 

• 使用後は必ず、サブウーファーをコンセントか b 抜いておいてください。 

• サブウーファー本体皆コード類の接点部に他の金属類び触れないよラにして 
ください。ショートすることびあります。 

• サブウーファーを海外旅行ち用の r 電テ式変圧器」などに接続しないで < ださ 
し'!。発熱や故障の原因となります。 

お手入れについて 

• 巧れびついたときは、柔らかい巧皆ティッシュペーパーなどで、きれいに巧き 
取ってください。ミちれびひどいときは、水でうすめた中性洗剤に柔らかい巧を 
ひたし、固くしぼってからミちれを拭さ取り、乾いた巧で仕上げてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでください。変質したり、塗装 
びはげた0することびあ0ます。 

• 化学ぞうきんをご使用の隙は、そのミ主意書きに従ってください。 

• 殺虫剤のよラな揮発性のものをかけた0、3’ムやビニール製品に長時間接触さ 
せると、変費したり、塗装びはげたりすることびあります。 


• 本機をノイズの元となっている機器から離して設置する。 

• 本磯を別の電源につなぐ。 

音がひずむ 

• V 0 L —ボタンを押して音量を下げる。 

• "ウオークマン"のサウンドモードをノーマル（フラット）にする。 


ソニーの相談窓□のご案内 

本機についてご不明な点や、技術的なご質問、故障と思われるときのご相 
談については、下記のお問い合わせ先をご利巧ください。 

• ホームページで調べるには->パーソナルオーデイオ-カスタマーサポー 
卜へ （ http :// www . sony . co . jp / support - pa /) 

最新サポート情報や、よ<あるお問い合わせとその回當をご案内していま 
す。 

• 電話- FAX でのお問いをわせは-> ソニーの相談窓□へ 
〔下記電話- FAX 番号） 

お問い合わせの際は、次のことをお知らせ < ださい。 

-型名： 〔 PF - NW 0 日1 
一 ご相談内容：できるだけ詳しく 
一 お買い上げ年月日 


丰く致ぉ巧藉誓基'く磬まち法などは h け p :// www . sony . co . jp/support 

巧い方巧談如 

♦ 

♦ 

左記き号へ接続を、 

フリーダイヤル . 0120 -333-0 吕〇 

携帯電話’ PHS ’一 部の IP 電話-’ 04己 6-31 -吕已11 

最初のガイダンスび 
流れている間に 


raoij + r#j 

を押してください。 

直接、担当お□へ 
おつなぞしまず。 

修理巧談窓口 

フ1」ーダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話- PHS - —部の1 P 電話‘ - 0466-31 -2531 

※取扱説明書’1」モコン等の瞳入相該はこち5へお問い合わはください。 

1 FAX (巧ほ）01己 0-333-38 曰受付時間月〜を:日:00〜20:00 ±.曰.巧!曰:日:00〜17:00 | 


ソニー株式会社 干1 08-0075 東を都港区港南1 -7-1 




































































付属品を確かめる 接続する 


• 本体（1)(本磯に対応する 
"ウ オーク マン"の機種は 
「主な仕様」を参照） 



• LINE IN ケーブル （1) 



• 取扱説明書 （1) 

• 保証書 (1) 

• ソニーご相談窓□のご案内 （1) 


• サブウーファー （1) 




リモコンを使ラ前に 

リモコンには、出荷時にリチウムボタン乾電池に R 2025) 1個び内蔵されて 
います。 

お使いになる前に、下図のようにして絶縁シートを U モコンか5引き抜いて 
くださし、。 



乾電池を交換するとをには政下の手順に従ってくださし、。 

1 乾電池ケースをリモコンか5引さ出し、ボタン電池をはずず。 



2新しい電池を+の刻印のある面を上にしてケースに入れる。 

U チウムボタン電池 CR 2025 



3 ケースをリモコンにはめ込む。 


下図は本機の設置のしかたの一例です。サブウーファーは床の上などお好 
をな場所に設置でをます。 

ごま意 

• 付属のサブウーファーを本機政外の機器に接続しないでください。 

• 他の機器の AC アダプターを本機に接続しないでください。 

• 本磯は ポータブルスピーカーとして 使用することはでさません。 

• サブウーファーの上に直接本体を乗せないでください。 


① DC IN 端子 



お手持ちのポータブルオーディオプレーヤーを本機につなぐことちでさま 
す。付属の LINE IN ケーブルで LINE IN 端子につないでください。 




液ちれを防ぐために 

長い間リモコンを使わないとさは、電池を取り出してください。 


リチウムボタン電池についてのご注意 

• 子供の手の届かないところに置いてください。万一電池を飲み込んだ場合に 
は、直ちに医師と相談してください。 

• 接触不良を防ぐため、使用する前に電池ケースの中と電池を乾いた巧でよ < 巧 
し、てください。 

• +と一の向さを正しく入れてください。 

• 金属製のピンセットなどで電池をつかまないでください。ショートするおそ 
れびあ0ます。 


ちょっと一言 

1」モコンを本体に近づけないと操作しづ日くなったら、新しい乾電池に交換して 
<ださい。 


警告 

乾電池の使いかたを誤ると、破裂のおそれびあります。 

充電や分解をしないでください。また、捨てるときは燃えない3’ミとして処理 
して<ださい。電池を交換するとさは、必ず同じ種類の U チウムボタン乾電池 
に R 2025) を使用してください。 


リチウムイオン電池について 

U チウムイオン電池は、 U サイクルできます。不要になったリチウム 
イオン電池は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼ってリ 
サイクル協力店へお持ちください。 

充電式電池の回収•リサイクル及び U サイクル協力店については、有 Li-ion 
限責任中間法人」 BRC ホームページ 

http :// www . jb に net / hp / contents / index.html を参照してください。 



背をたれを調壁する 


背もたれを前後に動かして、背もたれび接続された"ウオークマン"の背面に 
沿うよラに調整します。 



ごま意 

• 背ちたれの下側-両端を両手でちって、位置を調整してください。 

• 背ちたれは取0がし可能ですび、外さないでください。外したまま放置すると、 
背ちたれの先端でヶガをするなど危険です。 


音楽を聞< 



回1」モコン受光部(巧部) 
SURROUND ランプ 
LINE ランプ 
ON ランプ 


WM-PORT (22 pin ) 

1 サブウーファーの電源スイッチ I / O をオンにずる。 

本体の ON ランプび点好し、電源び供給されます。 

ごま意 

• 電源スイッチ I / O びオフのとさは電源は供給されません。 

• サブウーファーは異常び起さた5すぐに電源スイッチ I / O をオフにでさる 
よラな場所に設置して<ださい。 

2 FUNCTION ボタンを押して、入力を LINE か 5" ウォーク 
マン"に切り換える。 

LINE ランプび消なします。 

3 巧を選択して再生を始めた5、本体の端テに"ウォークマ 
ン"の表面を正面に向けて差し込む。 

同時に"ウォークマン"の充電び始まります。 

再生、停止などの操作は U モコンと"ウォークマン"で行なえます。 
端子に差し込んだ状態で操作するとをは、をラ片方の手で"ウォークマ 
ン"を支えてください。 

4 本体の VOLUME +/- ボタンを押して、音量を調節ずる。 

ごミち意 

• "ウ ォーク マン"を巧き差しするときは、上図イラスト④のように コネクター 
の向さに沿ってまっすぐに损さ差ししてください。 

• 本機を移動するときは、"ウォークマン"を端子から损いてください。"ウォーク 
マン"を差したまま動かすと、故障の原因となることびあ0ます。 

• "ウオークマン"を抜き差しするときは、本機をしっかり手で押さえ、"ウオー 
クマン"の操作ボタンを押さないよラミ主意してください。 


リモコンを使う 




本機に接続中、"ウオークマン"本体のボ U ュームを調整しても、音量は変わり 
ません。本磯のボリュームを調磬してください。 

"ウオークマン"内の楽巧の音声レベルび高いとき、"ウオークマン"で設定し 
た Equalizer などの音質効果びかなくなります。その場含は、本機の BASS や 
TREBLE でお好みの音質に調馨してください。 


"ウォークマン"を巧電ずるには 

サブウーファーの電源をオンにし、"ウォークマン"を本体の端子に差し込む 
と、自動的に充電び始まります。充電の状況は"ウォークマン"に表示されま 
す。詳しくは"ウオークマン"の取扱説明書をご参照ください。 


田 

回 


卸 



T 苗1 


り! 


-0 


田画 +/-*: "ウォークマン"で設定されているフォルダーの前のフォル 
ダー（次のフォルダー)に再生位置を移動する。** 

W / W *: 長押しで早戻し(早送0)、短押しで現在の巧(次の曲)の頭 
出しをする。 

►11*:再生/一時停止(または再生/停止） 

回 FUNCTION : 音源を切り換える。 

"ウオークマン" トー ■ LINE ( LINE ランプび点灯します。） 

回 SURROUND : サラウンド効果をオン-オフする。 

OFF^ON ( SURROUND ランプび点なします。） 

固 VOL +/-: 音量を調節する。 （2 日レベル） 

固 BASS +/-: 低音を調節する。は 3 ステップ） 

TREBLE +/-: 高音を調節する。（+ 3ステップ） 

固 EQ OFF : 高音-低音をお買い上げ時の設定値に戻す。 

下線はお買い上げ時の設定です。 

ホ"ウォークマン"の仕様により動作しない、もしくは動作び異なることびあり 
ます。 

ホホフォルダーの設定のしかたについては"ウォークマン"の取扱説明書をご養照 
ください。 

ポータブ J レオーディオプレーヤーを聞ぐには 

手順2で入力を LINE に切り撰え、プレーヤーの再生を始めます。 LINE ラン 
プび点灯します。 

ごま意 

本機に対応する"ウ オーク マン"し U 列•のポータブルオーデイオプレーヤーでは 、 U 
モコンボタン圧]の機能は使用でをません。 


商標 

• "ウォークマソ VWALKMAN "、" WALKMAN " □コは、ソニー株式会社 
の登録商標です。 

• 本取扱説明書で登場するシステム名、製品名は、一般に各開発方一力一 
の登録商標あるいは商標です。なお、本文中では™、 ® マークは明記し 
ていません。 
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